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今年度もあと一月となりました。
日頃より本校の教育活動について
多大なるご理解とご協力を頂きま
すことに感謝申し上げます。 
今回は、皆様にご協力頂きました

学校評価アンケートの結果をお知ら
せしたいと思います。 
頂きましたご意見については、真

摯に受け止め、今後の学校教育活
動に生かしていきたいと思います。 

学校ＨＰ更新中！ 左記ＱＲコード読
み取り電子媒体でご覧の方はＱＲコ
ード自体をタップすればページにジャ
ンプします。 

 

～表の見方～ 
 各質問項目について、生徒・教師・保護者の三者からアンケートを取っております。 
・４（ほぼ当てはまる） ３（少し当てはまる）  
・２（少し当てはまらない） １（ほぼ当てはまらない） で回答していただきました。 
・４及び３の回答を肯定的な回答としてとらえ、その数字を以下の表に記載しております。 

～アンケート結果の考察～ 
全ての項目について、８割近い肯定的な回答を頂きました。その中で数値的に他の項目と差がついたものは、 
○家庭学習の習慣を身につけること ○朝、自分で起きること ○スマートフォンの利用に関することなどです。 
また、よりよい授業をつくりあげることに関しても、職員・生徒とともに今後も取り組んでいきたいと思います。 

令和５年１２月に、県内の１・２年生を対象に熊本県・学力学習状況調査が実
施されました。以下に本校における結果の概要をご紹介します。 
【調査内容】 教科に関する学力調査：国語、数学、英語、質問紙調査（生活面） 
○学力に関する結果 
【１年生】 受験教科平均で見ると、全教科において全国水準とほぼ同程度 
【１年生】 でした。特に、数学において全体の伸びが見られました。 
【１年生】 英語においては基礎的な知識・技能の定着が今後の課題です。 
【２年生】 受験教科平均で見ると、全教科において全国水準とほぼ同程度 
【２年生】 でした。特に、国語と英語において全体の伸びが見られました。 
【２年生】 数学では、基礎的な知識の定着とその活用が今後の課題です。 

本校保護者からご連絡いただい
たお話です。 
日曜日、本校の男子生徒が遊び

に行く途中、道の真ん中で足が悪
くうずくまっているお爺さんを抱
えて助けていたそうです。その
後、お爺さんと一緒に荷物を持っ
てあげ、家まで付き添ったとのこ
とでした。 
また先日、菊池郡市生徒の善行

をたたえる「里仁賞」の表彰が行
われ、本校生徒が迷子の保護を行
ったということで表彰を受けまし
た。（２９日付け熊日新聞にて掲
載）学校の外でも「他への貢献」
を行う姿を見ることができ、誇り
に思います。 

上記結果は概要ですが、職員間で詳細な結果分析を行いました。その内容
を踏まえ、学力充実に向けて下記のとおり取り組んでいます。 
【国語】 授業の中で、図表を読み取り、条件の中で文章を書く練習を行う。 

 効果のあった漢字プリント等の取組を継続して授業で行う。 
【数学】 基礎・基本問題の反復を行うため、ドリル学習を授業で行う。 
【英語】 毎時間の中に、基礎的・基本的事項の定着を図る時間をとる。 

 リスニングにおいて、単元テスト等などで実施の機会を増やす。 
【その他】 デジタルドリルを活用した家庭学習の充実に取り組む。 
※個人の結果については、生徒へ配付しておりますのでご確認ください。 

https://jh.higo.ed.jp/ngoshis/

